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ATS写真解析による冬季太平洋上の雲分布＊

土　　屋 清紳・渡辺和夫＊＊＊

　要旨：太平洋全部をカバーするATS写真解析によれば，大きなスケールで見た12月および1月の太平洋

上の雲分布には，次のような特徴がある．

　（1）　150。E以東の赤道には雲が非常に少なく，赤道の両側には東西にのびる大きな雲バγドまたは雲の

領域があり・北側のほうが厚くて幅も広い．南側のものは，隙間のあることが多い．150・E以西では，北側

の雲バンドは次第に南に下がり，南半球のものと融合している．

　（2）　アメリカ西方の350N，1400W付近に中心を持つ高気圧内では雲が多い．

　（3）　500mb天気図の中緯度高圧帯の軸の下では雲が少ない．

　（4）200mb面のジェット軸（Js）の軸は，寒帯前線の雲・》ドの北辺にある．ジェット軸に沿って収束

のある所では雲バソドの幅は狭く，発散のある所では広くなっている．

　（5）500mbの相対うず度0の線は，寒帯前線の雲バンドとかなり良く一致する．

　（6）南半球では170。W以東に東西ののびる雲バンドがあり，・》ドの間隔は，高緯度ほど狭く，30・S以

南では300～400km，以北では900kmぐらいのことが多い．

　1．　まえがき

　気象衛星タイ・スからエッサヘと，気象衛星から撮影

した写真のカバーする面積が飛躍的に拡大するにつれ

て・綜観スケールの気象じよう乱に伴なう雲分布の全容

を見ることができるようになつた．

ATS（ApPlicati・nTechn・1・gySatellite）は，150・W

付近の赤道上空やく36，000kmに地球に対して静止して

いる・この衛星から撮影した写真は，太平洋のほとんど

全域をヵバーしていて，中間スケール以上の気象じよう

乱に対応する雲分布をよく示している．ある瞬間の雲分

布であるという点で，現在アメリカ環境科学局で多くの

軌道の写真を集めて作つているエッサ3号や5号の合成

写真とは違つた価値がある．

　この写真では，特に大スケールの気象じよう乱による

雲がク・一ズァップされるせいもあつて，比較的雲分布

のパターンの分類が容易にできる．

　ここでは，太平洋の地上天気図の気圧配置が冬季の平

均状態に類似している1966年12月31日～1967年1月1日

の例と，類似していない例として，1966年12月19日の写

真に現われた雲分布と気象要素について検討した結果を

　＊The　cloud　fもatures　and　distribution　as　revealed

　　by　ATS　pictures　during　winter　season　over

　　the　Pacific　Ocean．

＊＊Kiyoshi　Tsuchiya（気象庁予報課）

＊＊＊Kazuo　Watanabe（気象研究所）

　　一1967年12月5日受理一

1968年5月

報告する．なおここで報告するものは，資料の関係で，

北半球を主にした．

　2．太平洋上の地上気圧配置が冬季の平均状態に類似

している場合の雲分布の例

　太平洋上の地上気圧配置が，冬季の平均地上気圧配置

に似ている例として，1966年12月31日～1967年1月1日

のATS写真を第1図a，bに，12月31日と1月1日の

地上天気図を第2図a，bに示す．

　第2図aの420N，1770E付近にある996mbの低気

圧は，30日12Zに3goN，1710E付近で，寒帯前線上

に発生したもので，発達しながら50～60km／hく・らいの

スピードで北東に進んでいた．この低気圧の一番発達し

たのは，31日12Zごろで，中心気圧は986mbになつ

た・またアリューシャン列島北部の560N，168。W付近

には978mbの閉そくした低気圧が停滞していた．また

370N，1400W付近には1038mbの高気圧があるが平年

状態に対する類似についは，特にこの高気圧に注目をし

た．

　また南半球（第1図a）ではニュージーランド東方に

は1002mbの弱い低気圧があり，その低気圧からのびる

前線上ではかなり積乱雲が発生していて，雷雨になつて

いる所もある．熱帯での最低気圧は南半球にあり，かな

り広大な範囲が1006mbぐらいの低圧部になつていた．

だいたい南北両半球を通じて，気圧配置はほぽ平均状態

に類似していると言えよう．
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　　第2図　地上天気図

第3図 ATS写真．太平洋上の地上気圧配置が冬
季平均状態から外れている場合．1966年12

月18日23時06分22秒

　3．北半球太平洋上の地上気圧配置が平均状態に類似

していない場合の例

　この例として1966年12月19日を採り上げる．第4図か

らも明らかなように，平均地上天気図で高圧部になる

35。N，1400W付近が低気圧部になつている。第4図は

この時のATS写真である．この日は，日本付近でも九

州西方には1011mbの低気圧，本州東海上に1026mbの

高気圧があり，西高東低の気圧配置は逆になつており，

北半球太平洋中緯度の地上気圧配置は平均状態とはかな

1968年5月

り違つていた．

　5．雲分布の一般的な特長

　太平洋上の気圧配置が平均状態に類似しているときの

雲分布は次のようになる．

　（1）華南→アリューシャソ→アラスカの方にのびる

寒帯前線の雲バソドと，ニュージーラソド東方海上から

ソ・モソ群島方面に向つて北西にのびる南半球の寒帯前

線の雲バソドは，50N付近を軸にしてほぼ対称になつ

ている．

　（2）　1500E以東の赤道上では雲は非常に少ない．こ

れは気圧場あるいは大気大循環などによるもののほか

に，赤道付近を西から東に流れているペルー寒流の影響

もかなり大きいと考えられる．Svedrup（1943）の教科

書にある水温分布でも，180度以東では最低温度の軸が

赤道上にあるのは興味深い．

　（3）赤道の両側には東西にのびる幅の広い雲パソド

がいつでもある．ここで示した3枚の写真では，南半球

のものは，対流性の雲で隙間が多いが，もつと厚くなる

場合もある．南半球のほうの雲が厚く，幅が広くなる

と，北半球のほうは，幅がやや狭くなる傾向がある．

　これら2本の雲バソドは，西に行くに従つて次第に接

近し，150～1700E以西では一本になる．

　（4）南半球の1600W以東では，雲パソドが東南東か

ら西北西に配列し，その間隙は南極に近ずくほど狭く，

軸の間隔は，30。S以南では400km前後のことが多く，
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第4図　地上天気図．1966年12月19日0時（Z）

北の方では赤道に近づくほど幅が広くなり，900kmぐら

にもなる．

　（5）　アメリカ西方海上の中緯度高気圧の中では，比

較的雲が多い．いつぽうメキシコ西方海上では，いっも

ほとんど快晴である．

　6．寒帯前線の雲バンド

　気象衛星エッサAPT写真解析による西太平洋，日本

付近の寒帯前線の雲バソドについては土屋（1967），土

屋・保科（1967）の詳しい報告があるが，日本で受画し

たAPT写真では，日付変更線以東については分からな

かつた．ATS写真で初めてアメリカ西海岸までの状態

1

がはつきり分るようになつた．

　ATS写真では，SPから離れた所の雲は斜から撮影

することになり，解像度が悪く，細かいことは分からな

いが，小さな隙間を無視すれば，雲バンドの幅は平均数

百kmで閉そく点付近では1，000kmぐらいにもなつて

いる．また長さは110，000kmぐらいもある．

　7．500mb高度場と雲分布

　500mb面の谷と雲分布の関係については，TIROS写

真解析による01iverら（1964），Anderson　et　a1（1966）

やESSA　APT写真解析による土屋・保科（1967）を

はじめ多くの報告があり，いずれも500mbの谷の前面
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第5図

（c）　1966年12月19日0時（Z）

500mg天気図．等高線は150m間隔

で・，前線の雲バソドの幅が広くなることを指摘してい

る．

　第5図の12月31日（a），1月1日（b），12月19日（c）

の00GMTの500mb天気図から，前述の事実が確認
できる．

　アメリカ西方海上の中緯度高気圧内では，雲が多いこ

とは前にも述べたが，12月31日00Z（第1図a）の写真

では特に顕著である．第5図aから，500mb面では，

地上天気図に現われた高気圧の上に顕著な寒冷うずがあ

る・この寒冷うずは第6図（温度，高度，風の変化図）

1968年5月

10N

から，1月2日12Zにアメリカ西岸のSan　Nicholas　ls

（33．2N，119．5W）を通過していることが分かる．この

ような寒冷うずがあるとき，東太平洋の中緯度では，地

上の高気圧内でも直径が1，500km以上もの範囲が厚い

雲で覆われる．なお第5図a，bにある日付変更線西方

にある長波の谷は，第6図の札幌と館野の26～28日の高

度・気圧変化からもかなり深い寒気を伴なつたものであ

ることが分かるが，太平洋西部の中緯度では，雲はバソ

ド状あるいは明瞭なうずになり，団塊状にはなることが

少ない．
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写真解析による冬季太平洋上の雲分布
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第6図　札幌，館野，硫黄島，Midway（280131N，

　　　　177。22／W），Lihue　Kauai，Hawa1i（210

　　　　591N，15go21／W），San　Nicholas　ls．（330

　　　　14／N，11go271W）の500mb面における気
　　　　温，高度，風変化図．太字線は気温（。C），

　　　　細字線は等高線（×100gpm）

　高度場から見た特に顕著な特徴は，500mb高度場の

峯の軸の下で雲が非常に少ないことである．

　8．500mb面の地衡風相対うず度と雲分布

　第7図は，12月31日12Zの地衡風うず度を31日23．5Z

の雲分布に重ねたものである．雲の分布の形は，ATS写

真ではそれほど変化はしないから，大よその関係は分か

襲懸㈱薦欝編繋・一 織鑑撚繍懇纏鯵

灘欝辮騒峯醗鷺・総2婁麟麗馨簑董簿懸

第7図 500mb面の相対うず度（1966年12月31日
12Z）と雲分布（12月31日23時29分）．相対

うず度の単位：10－5sec－1．

る．一般に言えることは，寒帯前線の雲バソドの位置

は，地衡風相対うず度の0線とよい対応を示している．

また正の相対うず度領域で雲が多く，負の相対うず度

領域で雲は少ない．しかし低気圧の閉そくが完成される

と，相対うず度はその真上で最大になるが，雲の多いの

は，うず度最大値の前面である．

　9．　ジェット流と雲分布

　ジェット流に伴なう雲については，Whitneyら

（1966），01iverら（1964）などがTIROSの写真解析に

基づいて細かい雲の外見などについて報告している．ま

た日本付近のものにっいては土屋・保科（1967）が200

mb面の最強風軸は，寒帯前線の雲パソドの北側にある

こと，低気圧の雲の北端に300mb面の強風軸が位置し

ていることなどを指摘している．

　低緯度での観測が少ないので，あまりはつきりしない

が，ジェット機の報告も参照して作つた等風速線と雲分

布の関係を示したのが第8図である．これらの写真から

次のようなことが分かる．

　i）西太平洋では，低気圧の後面で，ジェット軸に沿

　　　（a）　1966年12月31日0時（Z）　　　　　　　　　　　　　　（b）　1966年12月19日0時（Z）

第8図　ジェット流と雲分布．太線は200mb面の強風軸で，細線は20ノットごとの等風速線で偏東風の
　　　　風速は負号をつけてある．点線は偏西風と偏東風の境界．

16 、天気”15．5．
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って風速の傾度の無い所では，ジェット軸は，寒帯前線

の雲バソドの北辺にあり，ジェット軸も雲バンドも直線

的である．

　ii）軸に沿つて加速する所では，北に向かい，減速す

る所では南に向かい中間の所で閉そく前線の雲バソドを

横切るのが普通である．

　写真の東の方は，高層観測資料が無くて分からない

が，1500W以西では，赤道ですぐ北側の雲バソド

（N－ITCに伴なう）の北端は，200mb面の偏西風と偏東

風の境界とよく一致している．第8図の点線が偏西風と

偏東風の境界である．

　10．南半球の166。W以東の東西方向の雲バンド

　第1図と3図からも分かるように，南半球の160。W以

東では，雲が東西方向にかなり組織的に分布している．

これらの雲は赤道に近い所ではセル状であり，極に近い

所ほどバソド状になる．雲バンド軸の間隔は極に近い所

ほど狭く，30。S以南では平均300～400km，以北では，

800～900kmぐらいになつている．

　結語と謝辞……以上のことは，12～1月のATS写真

の雲分布の要約で，じよう乱の移動，強さなどによつ

て，日々の情況の変動はあるが，大まかには，ここに示

した3枚の写真のどれかに類似している．

　ここではおもに北半球のことばかり述べたが，南半球

の資料が入手できなかつたのでやむを得なかつた．

　最後に貴重な写真を提供して頂いたシカゴ大学の藤田

哲也教授，電波研究所の平井正一氏，討論に参加して頂

いた加藤茂数，根本順吉の両技官，太平洋上の資料収集

に協力して頂いた向山末一，杉本豊技官らに厚く感謝す

る．
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〔書評〕

1968年版気象年鑑　（日本気象協会編）

　ここ数年来新聞の社会面やテレビのニゴース等で“気

象”を扱うことが増えているのに気付かれる方も多いと

思う．しかもその内容は，台風や豪雪などに代表される

いわゆる自然災害の問題のみならず，季節の移り変り，

風物詩，行楽といった面もかなり見うけられる．まこと

に日本人は英国人とならんで，お天気の好きな国民のよ

うである．

　さて今回出版された68年の気象年鑑を手にとってみる

と・上に述べたような要求にふさわしい配慮があちこち

に見られ，気象に関連した文章を書く人とか，旅行や行

事の予定をたてようとする人々には好都合に出来てい

る・或いはまた1967年365日の天気図や，同年の寒波・

梅雨・台風といった項目別の記事をながめながら，個人

　1968年5月

的な想い出を楽しむ向きもあるかも知れない．気象の記

録という点では，仲々良く整理されていると言えよう．

　しかし本書の宣伝文句にある“教育・研究に”という

のはいささかいただけない．“台風が前線を刺激”した

り“高気圧が低気圧を押し戻し”たりする式の解説にお

けるマスコミ用のお天気用語と，気象学としての専用語

とは一応区別してほしいものである．お天気←→天気予

報←→気象学，という安直な結びつけは，それを書く側

の反省が特に必要であろう．その欠点は，たとえば巻末

の索引の粗末さに如実にあらわれている．次版にはこの

へんを意識的にしっかり書き直すことを期待したい．そ

うすれば本書の気象記録としての特色がより生かされて

結構重宝な本になるであろう．　　　　（広田　勇）
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